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糖尿病・生活習慣病に対する総合的な対策は国家的な急務
健康寿命の短縮増え続ける糖尿病

糖尿病腎症による
透析導入 年間16,000人
糖尿病網膜症による失明
後天性失明の原因第2位

下肢切断 年間3,000人
1997 2002 2007

1370万人
1620万人

2210万人

1320
万人880

万人690
万人

680
万人

740
万人

890
万人

増え続ける医療費

虚血性心疾患 0.7兆円

高血圧性疾患 1.9兆円

悪性新生物
3.5兆円

脳血管疾患 1.8兆円

糖尿病（糖尿病の
合併症を含む）
1.2兆円

その他 18.1兆円

その他
44.0%

悪性新生物
28.7%

糖尿病 1.2%
高血圧性疾患 0.6%

糖尿病・メタボリック
シンドロームと関連

心疾患
15.8%

脳血管疾患
9.7%

糖尿病関連の医療費は約15%を占め、
死亡数割合では約30%を占める

医科診療
医療費

27.2兆円
糖尿病関連
約4兆円

死因別割合
（平成24年）
糖尿病関連

約30%

人材・疫学データの不足
不足する糖尿病の診療や教育に携わる
人材の育成が急務である。

我が国における糖尿病の有病率・合併症
の疫学データの収集が必須である。

(国民健康・栄養調査)
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備
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2011

肥満者の割合

30.3%

21.5%

男性
女性

2011
(10.5%)

(15.1%)

(日本糖尿病学会 第2次対糖尿病5カ年計画より引用・改変)

糖尿病・メタボリック
シンドロームと関連

国民医療費（平成22年）37.4兆円

平成22年度 国民医療費の概況
平成24年度 人口動態統計により作成



エネルギー過剰の生活習慣は内臓脂肪蓄積・インスリン抵抗性を介し
糖尿病・生活習慣病の原因となる

生活習慣（エネルギー過剰）

高脂肪食・運動不足

肥満・内臓脂肪蓄積

異所性脂肪沈着

細小血管障害
心血管腎疾患（心筋梗塞・脳卒中・CKD）

高脂血症 高血圧2型糖尿病

メタボリック
シンドローム

NASH(脂肪肝炎/肝癌)・がん・認知症

アディポネクチン不足

インスリン抵抗性/高インスリン血症

耐糖能異常



メタボリックシンドローム
内臓脂肪型肥満

＋脂質異常
＋高血圧
＋高血糖

糖尿病へ移行

大血管障害

糖尿病の細小血管障害

腎不全（透析）
（年間新規導入 １６,０００人）

動脈硬化症：心筋梗塞、脳卒中、閉塞性動脈硬化症など

下肢切断

生命の危険性

腎症 網膜症 神経障害

肥満

（約87万人) （約137万人)

我が国における糖尿病・生活習慣病の病態

有病者９２０万人
予備群９８０万人

肥満
インスリン抵抗性

インスリ分泌低下
＋インスリン抵抗性

糖尿病
（890万人）

X5X2

X5

失明・視力障害



急激な環境因子の変化により糖尿病・肥満が急増する背景には、
SNPなど遺伝因子に加えて、エピゲノム変化の関与が示唆される。

糖尿病・生活習慣病における代謝制御機構とその破綻

Nature 454, 711‐715 (2008)

遺伝因子
ライフコースにわたる

環境因子の急激な変化

生活習慣 (高脂肪食・運動不足)
肥満・内臓脂肪蓄積

KCNQ1
UBE2E2
TCF7L2
PPAR
FTO
CDKAL1
CDKN2B
C2CD4A/B
IGF2BP2
HHEX
SLC30A8
GCKR…

….ATCGGAGC

相互作用

http://www.voskos.com/fresh/wp‐content/uploads/2010/12/Obesity.jpg

2型糖尿病
疾患感受性

遺伝子

ゲノム エピゲノム

糖尿病関連臓器

エピゲノムの関与を示唆
メタボリックメモリー
レガシー(遺産)効果

オランダ飢饉インスリン分泌低下
インスリン抵抗性

Yamauchi, Hara et al.
Nat Genet 42:864-8 (2010)

Waki et al. PLoS
Genet (2011)

胎内環境～幼年期～
青年期～中高年期

・アディポネクチン低下

・脂質ﾒﾃﾞｨｴｰﾀｰ

・腸内細菌叢

・インクレチン低下

・膵β細胞量

・X, Y, Z…

バイオマーカー
イメージング


